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１.趣旨 

 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律に基づき、教育委員会は、毎年教育行政事務

の管理及び執行状況について、点検・評価を行い、その結果に関する報告書を議会に提出

するとともに、公表することとなっています。 

北竜町教育委員会は、効果的な教育行政の一層の推進を図るとともに、町民の皆様への

説明責任を果たすため毎年度、教育委員会事務の点検・評価を行い、学識経験者の意見を

付して報告書を作成・公表することといたしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

２.点検・評価の対象 

 

点検・評価の対象は、教育委員会の活動状況等の点検のほかに、平成２３年度教育行政

執行方針に掲げた主要な事業実施状況について点検・評価を実施いたしました。 

 

 

３.点検・評価の実施方法 

 

   点検・評価報告書については、平成２３年度教育行政執行方針に掲げられた主要な事業

及び各事業の基本施策に基づく、内容、成果、自己評価・課題等を所管係が作成するとと

もに、点検・評価の客観性を確保するため、点検評価方法や結果などについて、平成２４

年度から学識経験を有する者（活動評価委員）からも意見を聴取しています。 

  

評価ランク             

A ～ 充分達成した          

B ～ 概ね達成した 

C ～ やや達成した 

D ～ 達成に向けて努力している 

E ～ 取り組み無し 

 

社会教育、社会体育事業の自己評価一覧表 評価ランク 

5 ～ 充分達成した          

4 ～ 概ね達成した 

3 ～ やや達成した 

2 ～ 達成に向けて努力している 

1 ～ 取り組み無し 

  

【参考】地方教育行政の組織及び運営に関する法律（抜粋） 

（教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等） 

第２７条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務の管理及び執行の状況について点

検及び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、これを議会に提出するとともに、

公表しなければならない。 

２ 教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たっては、教育に関し学識経験を有す

る者の知見を活用するものとする。 
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平成24年度（平成23年度事業）主要施策の「点検・評価」 

総務・学校教育係 

主要施策 事業の実施状況・成果 事業の課題・改善策 
評

価 

 

１ .学 校 教 育

の充実 

 

１）教育条件

の整備 

 ア)学校施

設の整備 

 

学校施設は、児童生徒が一日の大半を

過ごす学習・生活の場であり、安全な施

設が基本であることから、耐震基準に対

応した施設の改修は終了しているが、今

後は施設の内装・照明器具など耐震補強

を行う必要があるため、年次計画により

大規模改修に合わせ実施しなければな

らない。また、施設の周辺環境の整備を

行う必要がある。 

 

 

 

 小中学校教室のロッカーは、建築当時

の多人数用のロッカーであり、児童生徒

数が減少している状況では、利用スペー

スが狭く使いづらいため、３年計画で取

り換え工事を実施している。又、小学校

においては、普通教室の照明器具を増設

して、環境改善が必要である。 

 

 

 

 中学校では、周辺環境整備として学校

前舗装整備、門柱改修の外構面又は、校

舎内給湯器設備は、当時設置した設備の

不具合が出てきているため、改修が必要

となっている。 

 

 

 

 小中学校の新学習指導要領の改正に

伴い、理科教材備品の購入計画を行い、

学習の充実を図る。また、合わせて他の

教科備品についても充実が必要となっ

ている。 

 

 

 

 

平成22年度に町内小中学校施設の耐震補強工事に

ついては、完了しているところであるが、内装など

の耐震補強などは、実施されていない状況であるた

め、今後は年次計画に沿った大規模改修工事を財政

当局と協議しながら進めていく必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

学校施設設備の取替及び改修を行った 

小学校教室ロッカー取替工事           586 千円 

小学校普通教室照明器具増設工事     347 千円   

中学校教室ロッカー取替工事      353 千円 

 

 

 

 

 

 

中学校内外環境整備改修を実施した。 

学校前舗装補修工事            977 千円 

中学校門柱改修工事           536 千円 

中学校校舎内給湯設備改修工事   914 千円 

 

 

 

 

小学校教材備品の購入を実施した。 

理科教材備品購入            813千円 

教材提示装置購入                 134千円 

体育指導用教材購入                 33千円 

 

 

 

中学校教材備品の購入を実施した。 

理科教材備品購入            1,506千円 

ヤマハ木琴購入                     139千円 

映写機機能付ホワイトボード購入      58千円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 
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主要施策 事業の実施状況・成果 事業の課題・改善策 
評

価 

 

 イ)教材・教

具の整備 

 

 

児童生徒の能力と適正に応じた学習

強化を高めるため、教材・教具の整備を

図っている。 

また、新学習指導要領に基づく、理科

教材備品の充実を図るため、補助事業等

により小中学校ともに充実を図った。 

 

 

前年度において国の補助事業等（光をそそぐ交付

金事業）により、小中学校の図書室の充実を図って

いるが、各学校の書籍保有数は、まだ少ない状況で

ある。 

理科教材備品についても購入計画を作成するなど

して、適時購入すべきと考える。 

理科教材教入費 

小学校購入分           833千円 

中学校購入分         1,483千円 

 

 

Ｂ 

 

２）教育内容

の充実 

 ア)学ぶ意

欲を育て

個性を生

かす教育

の推進 

 

児童生徒が外国語を通じて言語や文化

について体験的に理解を深め、積極的に

コミュニケーションを図ろうとする態

度の育成のため、外国語指導助手（ALT）

を招致し、小中学校へ派遣して、実践的

英会話の授業に取組を行う。 

 

学習指導要領に基づき、小中学校とも教育課程編

成に取り組み、小規模校としての特色ある教育課程

にも積極的に取組でいる。新学習指導要領が小学校

で平成23年度から完全実施されることに伴い、外国

語活動の重要性により、前年度に引き続き外国語助

手を雇用して、学校支援を行った。 

 

 小中学校 

外国語指導助手派遣委託業務   1,575千円 

 

 

Ｂ 

 

 イ)道徳教

育の充実 

 

社会参画への意欲や集団・社会の規律

を守り、身近な人々と協力し助け合う態

度等を養うことを目的として小中学校

ともに奉仕活動として、毎年国道のゴミ

拾い等を行う。又、小学校では、高齢者

とのふれあい事業やスポーツ少年団活

動を通して、粘り強さや努力、人との助

け合い・思いやりの心を育んでいる。 

 

ボランティア活動やスポーツ少年団活動を通して、

社会の秩序と規律を養い、豊かな感受性や社会性が

育まれ、人として社会のきまりを守り、協力し助け

合う態度の育成に努め、今後も社会に貢献出来る人

づくりを推進する必要がある。 

 

Ｂ 

 

 ウ)特別支

援学級の

整備と特

別教育支

援員の配

置 

 

通常の学級に在籍する特別な教育

的支援が必要な児童に対し就学指導

の検討・協議が充実して行われ、学

級担任が配慮して指導することに加

え、特別支援教育の支援員を配置し

て具体的な指導の補助を行う。 

 

平成 22 年 4 月から配置された、特別支援教育

支援員 1名を小学校より新たに申請があり、児童

に対して十分な支援が出来るよう、継続配置を行

った。 

 

特別支援教育支援員賃金・通勤手当 803 千円 

 

特別支援教育児童･生徒支援費 

小学校児童 1名学用品等支援    53 千円 

中学校生徒 1名学用品等支援   128 千円 

 

 

Ａ 
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主要施策 事業の実施状況・成果 事業の課題・改善策 評価 

 

 エ)準要保護児

童 生徒の 就

学援助 

 

経済的理由によって就学困難な

義務教育諸学校の児童生徒の保護

者に対して、就学を奨励するため

の援助を行う。 

 

 

 

 

準要保護児童生徒の学用品等及び給食費

の負担軽減を図った。 

 

準要保護児童支援負担額     70 千円 

児童学校給食費助成金     111 千円 

準要保護生徒支援負担額    195 千円 

生徒学校給食費助成金     133 千円 

 

 

Ｂ 

 

 オ)北空知学校

給 食運営 費

の 負担と 児

童 生徒の 学

校 給食費 の

助成 

 

 

 

 北空知学校給食組合は、沼田

町・秩父別町・雨竜町・北竜町の

４町で設置され、構成４町の負担

金により運営をされております。

 当町においては、子育て支援の

観点から保護者が支払う給食費の

助成により負担軽減を図る。 

 

 北空知給食組合の負担額及び児童生徒の給

食費助成の状況ついて 

北空知学校給食組合負担金  6,398 千円 

小学校給食費助成金      1,552 千円 

中学校給食費助成金      1,287 千円 

 

 

Ｂ 

 

 カ)教職員の研

修 と福利 厚

生の充実 

 

教職員の資質向上を目的とした研

修会・研究会への参加の奨励及び北竜

町教育振興会の充実を図るため、継続

して補助金の助成と教職員の健康診

断の負担金を行う。 

 

教職員の研修等においては、今後更に教員の

専門性を高める研修会に積極的に参加ように

支援の継続を図り、多様化する教育に対し継続

的に支援していく必要があるので、今後も教育

振興会並びに校長・教頭会に対して助成を継続

する。また、教職員の健康診断についても継続

支援を行っている。            

 平成23年度教職員への助成状況 

 

校長会・教頭会助成金      170千円 

教育振興会補助金          750千円 

教職員健康診断外負担金     250千円 

 

 

Ｂ 

 
２ . 生 涯 学 習 の 

推進 
 
１）多様な学習機

会 の 提 供 と

学 習 情 報 の

提供 

 
「いつでも」「どこでも」「だれで

も」自由に学びを基本とした、公民

館講座やひまわり大学、自主的なサ

ークル活動の奨励、健康的に気軽な

運動など町民が出来る学習機会の

提供に努めた。また、広報誌による

各種事業の実施状況や生涯学習カ

レンダーで学習情報の提供を行っ

ている。 

 
 学習の参加状況については、高齢化に伴い

減少傾向にあり、参加者は限定されてきてい

る。また、自主的なサークル活動についても

同じような状況となっている。 
 今後は、興味を持って気軽に参加すること

のできる学習内容の工夫と、若年層と高齢者

が一緒にできるサークル活動など、通年に亘

り学ぶことのできる活動の工夫が必要性で

ある。また、生涯学習情報の提供の充実をさ

らに進める必要がある。 

 
Ｂ 
 

２）生涯学習の推

進 体 制 の 充

実 

 
生涯学習推進本部の調整機関と

して社会教育委員に役割を担って

いただき、事業の反省や評価を頂い

ております。 

 
計画をあらゆる方向から見直し、現状に合

った学習と効率的で充実した事業の展開が

必要である。 
 
 

 
Ｂ 
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社会教育係 

主要施策 事業の実施状況・成果 事業の課題・改善策 評価 

 

３. 社会教育の 

  充実 

１）少年教育 

  ア）学習活動

機会の提供 

 

 急激に多様化する社会変化は、子

どもたちに大きな影響を与えること

から、家庭や地域社会との連携を強

め子どもたちの健全育成の助長を図

る必要がある。 

 このような状況の中、子どもたち

自らが自主的に参加できる、リーダ

ー的な資質の養成を目的とした、子

ども会主催によるリーダー研修会や

ジュニアリーダー研修会等への参加

の推進を図る。また、小笠原、沖縄

への体験セミナー参加の奨励を行っ

ている。 

 

 時代にあった活動の取り組みと、必要な研

修会の開催や国内外研修の派遣の奨励に努め

なければならない。 

 さらに、子どもたちが積極的に参加できる

よう情報の提供が必要である。 

 

 B＆G海洋体験セミナー 小学校2名参加 

                  232,000円 

  B＆G海洋体験クルーズ 中学校1名参加 

               77,000円 

 

Ｂ 

 

 イ)異世代間 

交流機会 

の提供 

 

 高齢者の経験を活かした知識と能

力を伝承するため、子どもと高齢者

のふれあい事業を実施し、見学体験

旅行や農園づくり・昔の遊び・餅つ

きなどの体験学習を行っている。 

 

 各種行事の開催日が、土曜・日曜に集中し

ている。また、少子化により参加できる子ど

もたちも減少しているなど、参加者が減少傾

向にあるため今後は、各少年団活動などと連

携を図りながら取り組む必要がある。 

 

Ｂ 

  ウ）団体組織

 の強化と

 指導者の

 育成 

 子どもたちの健やかな成長と健全

な育成を図るため、子ども会育成連

絡協議会や各種スポーツ少年団で、

目的にあった活動を行っている。 

 また各組織に携わる指導者の資質

向上のため、研修会・講習会に派遣

し、スポーツの振興と子どもの健全

育成に努めている。 

 少子化に伴い、各行事及び活動に支障を期

しているが、状況にあった取り組みを考え、

今後も組織の強化の推進に努め、また指導者

については意欲的に子どもたちの指導に当た

っている。 

 今後も指導者の養成と発掘に努める必要が

ある。 

Ｂ 

 

  エ）青少年の

育成の推進 

 

 青少年の心が多感な時期にイン

ターネットなど情報が氾濫してい

る社会から悪影響を及ぼす情報等

が入らないよう家庭・学校・地域が

連携強化し、非行や犯罪を起こさな

いよう、民生委員・少年補導員など

諸関係団体で組織している青少年

育成推進会議で、警察を交えて意見

交換や協議をし、青少年の健全育成

の推進を図っている。 

 

 非行防止については、青少年の発達に応じ

た自己形成を図るとともに、自立心を養う学

習の場の提供、実践活動の取り組みや、連帯

意識の育成が必要であり、家庭や学校・地域

が連携強化し、地域ぐるみによる、青少年の

健全育成を推進し、非行などから青少年を守

る対策を強化する。 

Ｂ 

 

２）成人教育学習

機会の提供

と指導体制

の充実 

 

 

 近年の社会的環境の著しい変化

や個人の価値観の多様化の中で、生

活意識や社会生活の関わりも複雑

化しており、成人教育の果たす役割

は重要であることから、成人が町内

で生活し生きがいを求めるため、ボ

ランティアや文化活動、スポーツ指

導者として養成するなど、活躍する

場をさらに提供していかなければ

ならない。 

 

 誰もがいつでもどこでも学べる学習の場と

自らが学びたいことを見つかる場の提供が

重要な課題となっている。 

 参加者の拡大と充実を図るには、学習ニー

ズの把握と計画的な講座の推進に努め、また

計画的な学習や講座の開設のために、指導者

の発掘や養成が必要である。 

 

Ｂ 



 

 
 

6

主要施策 事業の実施状況・成果 事業の課題・改善策 評価 

 

 ３)家庭教育  

学習機会の

充実と提供 

 

 子どもの発達段階に応じた、親

の子育てに対する支援を強化し、

しあわせな家庭環境づくりを支援

するため、子育て支援サークルな

どを活用し、明るく豊かな家庭づ

くりのため、学校・保健部局や保

育所などの団体と連携し、家庭教

育学習の活動支援を図った。 

 事業は、家庭教育学級、読み聞

かせ教室、ピカピカキッズ、ＰＴ

Ａ研究大会などである。 

 

明るく豊かな家庭づくりのため、親子の絆

を深める活動の展開により、ふれあいの機

会の充実や学習機会を提供し、子どもの心

身の発達段階にふさわしい適切な教育の推

進と社会生活に必要な基本的習慣を身につ

けさせる活動の場を今後も継続し、支援を

行う必要がある。 

 

Ｂ 

 

 ４）高齢者教

 育学習機

会の提供 

 

 高齢者が気軽に参加できる講座

の内容の充実や学習要望に対応し

た学習の機会の提供を行い、一人暮

らしの高齢者が増加し、家に閉じこ

もらないためにも学習情報を発信

して、生活する上で不便な条件など

高齢化社会に対応した課題を見つ

け、社会参加を促進するための学習

機会の提供をする。 

 事業は、ひまわり大学・生きがい

セミナー・高齢期の生活や健康づく

りなどの講座を行った。 

 

 

 高齢者の活動内容の固定化や個々の社会

性、能力や健康に個人差があり、それぞれ

の生活や学習要求に応じた学習の提供を行

った。また、健康づくりのためのスポーツ

活動や高齢者の人材を活用した異世代との

交流事業も継続できる支援を行っている。 

 今後においても、生きがいを持って活動 

できる高齢者教育の推進が必要である。 

 

Ｂ 

 

４．スポーツ・

レクリェー

シヨンの振

興 

 １）生涯スポ

ーツの普及 

 

  

 

 

 

 ２）スポーツ

指導体制の

強化 

 

 町民の子どもから高齢者にいた

る幅広いスポーツ・レクリェーシヨ

ンの振興に努め、現在では人口の減

少に伴い、スポーツ人口も減ってい

るが、その中でパークゴルフの普及

により高齢者のスポーツ意識が高

まってきており、各種大会の取り組

みを行い、スポーツの定着に努め

ている。 

 

 町民主体のスポーツ活動の一層

の活性化を促進するため、スポー

ツ少年団などスポーツ団体組織の

育成を図るとともに、体育スポー

ツ推進委員などの指導者の育成・

確保に努めた。 

 

 

 

 

 

 

 町民がスポーツを通して健康で明るいま

ちづくりを進めていくために、各種関係機

関との連携を図り、気軽にスポーツ・レク

リェーションが楽しめるよう、年代に応じ

た各種スポーツの普及を図り、各種教室の

開催や団体との交流機会を多く提供する必

要がある。 

 また、既存団体の活発に活動できる体制

づくりの支援を行っていく必要がある。 

 

 

 今後においても、各団体と連携しスポーツ

指導者の養成と資質向上を図るため、研修

会・講習会への派遣が必要である。 

 

 Ｂ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Ｂ 
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主要施策 事業の実施状況・成果 事業の課題・改善策 評価 

 

５．芸術・文化

の振興 

 １）創作・発表

活動の充実 

 

 文化芸術は、人々に精神的な豊か

さや感動を与えるとともに、生きる

勇気や喜びを与えるものであり、町

民が主体的に行っている美術・音

楽・舞踊などの創作や発表活動の場

の提供を行っている。 

 また団体・サークル活動の支援等

を行ってきた。 

 

 芸術・文化の振興を図るため、町民文化祭

の充実と町民自らが生涯学習の観点に立っ

て芸術文化活動へ積極的に参加する気運を

高めていく必要がある。 

 また学習機会の提供や指導者の育成やサ

ークル活動の育成と自主的な活動に対して

も支援が必要である。 

 

 

Ｂ 

 

 ２）芸術・文化

の鑑賞機会

の拡充 

 

 芸術・文化に触れる機会の提供

と、創作や発表の場の提供を行い、

また芸術の旅を実施し、音楽コンサ

ート等の鑑賞機会の提供。 

 子どもたちには、小劇団を招聘し

ての講演や映画鑑賞を行っている。 

 

 今後も豊かな心を育み潤いのあるまちづ

くりを目指した文化活動を推進するため、芸

術文化に触れる機会の拡充が必要である。 

 

Ｂ 
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主要施策 事業の実施状況・成果 事業の課題・改善策 評価 

 

6.社会体育施設

の管理 

1）施設の管理及

び維持 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2）スポーツ振興

への支援 

 

 

 

平成20年度より社会体育施設の管

理運営は、指定管理者により実施を

行っており合理的及び経済性が確保

される管理運営を行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 平成23年度においては、JALカップ

北海道大会を北竜町・雨竜町の協賛

で開催をしたことにより、パークゴ

ルフ場備品の購入及び管理棟などの

施設塗装を行い、充実を図った。又、

野球場・スキー場施設においても備

品購入、修繕を実施した。 

 

 

 

 町内のスポーツ振興を図るため各

種団体への補助金支出及び少年野球

教室への負担金を支出している。 

 

 施設の利用申請・許可及び管理運営は指定管理者

により合理的で経済性の高い管理が行われている。 

 社会体育関係施設の指定管理  

  

   委託状況 

  海洋センター(プール)   3,544,800円 

  野球場          3,627,750円 

  スキー場         2,496,900円 

  パークゴルフ場      5,519,850円 

 合  計         15,189,300円 

 

  

 パークゴルフ場 

管理棟等施設塗装      660,450円 

PB場施設OB杭外購入     313,635円 

PB場管理棟放送設備修繕    43,207円 

 

 野球場・スキー場 

野球場ホームランポール塗装外 177,870円 

野球場放送設備取替      515,928円 

スキー場競技用ポール購入   268,800円 

 

 

 町内のスポーツ振興団体への補助金の状況 

 北竜町体育協会   200,000円 

北竜町スポーツ少年団本部  130,000円 

合   計      330,00円 

 

少年野球教室負担金      40,000円 

 

Ａ 

 

 

 

 



 

 9

教育委員会の活動状況 
 (１) 教育委員会の開催状況及び審議件数 
    北竜町教育委員会の会議は、年10回の定例会及び特に必要と認められた場合に臨時会を開催

しております。本年度の臨時会は、2回開催しております。 

     （開催期間  平成23年4月～平成24年3月）  

会   議 年 月 日 報告件数 承認 議案件数 選挙 

第 4 回 定 例 会 平 成 2 3 年 4 月 2 5 日 1  2  

第 5 回 定 例 会 平 成 2 3 年 6 月 2 6 日 3 2 2  

第 6 回 定 例 会 平 成 2 3 年 7 月 2 7 日 3  2  

第 7 回 定 例 会 平 成 2 3 年 8 月 2 6 日 １  2  

第 1 回 臨 時 会 平 成 2 3 年 1 0 月 3 日    2 

第 8 回 定 例 会 平 成 2 3 年 1 0 月 2 4 日 １ 2   

第 9 回 定 例 会 平 成 2 3 年 1 1 月 2 8 日 1  1  

第 1 0 回 定 例 会 平 成 2 3 年 1 2 月 2 0 日 １    

第 1 回 定 例 会 平 成 2 4 年 1 月 2 5 日 2    

第 2 回 定 例 会 平 成 2 4 年 2 月 2 7 日 1  5  

第 1 回 臨 時 会 平 成 2 4 年 3 月 1 日  （同意）1 1  

第 3 回 定 例 会 平 成 2 4 年 3 月 2 7 日 2 1 5  

合    計  16 5（同意1） 20 2 

 

 (２) 条例、規則等の制定・改定状況 
     平成23年度条例、規則等の制定及び一部改正については、条例改正4件、規則改正6件   

要綱1件、基準1件の計12件となっております 

 

        

・ 北竜町スクールバス運行に関する条例の一部改正 

(平成23年10月1日施行) 

 

・ 北竜町生きがいセンターの設置及び管理に関する条例の一部改正 

(平成23年6月公布の日から) 

 

・ 北竜町スクールバス運行に関する規則の一部改正 

(平成23年10月1日施行) 

 

・ 北竜町生きがいセンターの設置及び管理に関する条例施行規則の一部改正 

(平成23年6月公布の日から) 

 

・ 北竜町体育指導員に関する規則の全部改正 

(平成23年9月1日施行) 

 

・ 公民館の設置及び管理に関する条例の一部改正 

(平成24年4月1日施行) 

 

・ 北竜町図書館の設置及び管理に関する条例の一部改正 

(平成24年4月1日施行) 
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・ 北竜町立学校管理規則の一部改正 

(平成24年4月1日施行) 

 

・ 北竜町立小学校及び中学校における事務主幹の命課基準の全部改正 

(平成24年4月1日施行) 

 

・ 北竜町教育委員会活動評価委員設置規則の制定 

(平成24年4月1日施行) 

 

・ 北竜町図書館管理運営規則の一部改正 

                               (平成24年4月1日施行) 

 

・ 北竜町特別支援教育支援員配置要綱の一部改正 

                               (平成24年4月1日施行) 



　各種教育団体の行事への参加や学校訪問などを行っております。

月　　日 活　　動　　内　　容 会　場

4 月 4 日 平成23年度　学校職員辞令交付式 公民館

4 月 6 日 平成23年度　真竜小学校入学式 真竜小学校

4 月 6 日 平成23年度　北竜中学校入学式 北竜中学校

4 月 11 日 北空知地区就学指導協議会 沼田町

4 月 13 日 平成23年度　空知教育委員会連絡協議会総会並びに教育委員会議 岩見沢市

4 月 15 日 平成23年度　第1回 北竜町社会教育委員会 公民館

4 月 25 日 平成23年　第4回教育委員会定例会 公民館

4 月 26 日 公立高等学校配置計画検討協議会 滝川市

4 月 27 日 第1回町立校長・教頭会議 公民館

5 月 2 日 平成23年度　第1回 北竜町体育指導委員会 公民館

5 月 6 日 平成23年度　北竜町学校教育振興会総会 真竜小学校

5 月 11 日 第５採択地区教科用図書採択協議会 滝川市

5 月 13 日 第40回 北竜町ひまわり大学入学式 公民館

5 月 17 日 平成23年度　北竜町開拓記念式並びに功労者表彰式 開拓記念碑前

5 月 19 日 平成23年度　第2回議会臨時会 議事堂

5 月 27 日 北竜中学校　陸上記録会 北竜中学校

6 月 4 日 真竜小学校　運動会 真竜小学校

6 月 5 日 第16回　教育長杯町民パークゴルフ大会 ﾊﾟｰｸｺﾞﾙﾌ場

6 月 7 日 北竜町議会行政視察（町内施設） 町内

6 月 9 日 沼田地区防犯協会連合会総会 沼田町

6 月 16 日 平成23年　第2回町議会定例会 議事堂

6 月 21 日 第1回町立校長会議 公民館

6 月 27 日 平成23年　第5回教育委員会定例会 公民館

7月7日～
7月8日

教育委員道内研修視察及び北海道市町村教育委員研修会 札幌市

7 月 13 日 第2回校長・教頭会議 公民館

7 月 15 日 交通安全　町民集会　 公民館

7 月 20 日 第5採択地区教科用図書採択教育委員会 月形町

7 月 21 日 北空知市町教育委員会教育長会議 北竜温泉

7 月 26 日 公立高等学校配置計画検討協議会 滝川市

7 月 27 日 平成23年　第6回教育委員会定例会 公民館

8 月 3 日 空知校長会教育懇談会 岩見沢市

8月7日～
　　8月8日

第21回　北竜町教育長旗争奪北空知少年野球大会 町営野球場

8 月 10 日 平成23年度　北空知教育関係者合同交流会 深川市

8 月 19 日 北竜町戦没者追悼式 公民館

8 月 19 日 平成23年度　第3回議会臨時会 議事堂

8 月 26 日 平成23年　第7回教育委員会定例会 公民館

8 月 28 日 第58回　北竜町民体育大会 真小ｸﾞﾗﾝﾄﾞ

8 月 31 日 8月期　校長・教頭会議 公民館

9 月 1 日 第34回北竜町民文化祭第1回実行委員会 公民館

　　(3)  教育委員の活動状況（抜粋）

    教育委員会は、定例会や臨時会のほか町内小･中学校の入･卒業式への出席など、
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月　　日 活　　動　　内　　容 会　場

9月3日～
9月4日

北竜中学校　学校祭 北竜中学校

9月10日～
9月11日

JAL杯全日本PG選手権大会（開催地：北竜町・雨竜町） 北竜・雨竜PG場

9月13日～
9月16日

平成23年　第3回町議会定例会 議事堂

10 月 3日 平成23年　第1回教育委員会臨時会 公民館

10 月 8日 フットパス 町内

10月11日 空知管内教育委員会教育長会議 岩見沢

10月14日 社会教育委員会 公民館

10月15日 真竜小学校　学習発表会 真竜小学校

10月18日 北空知教育委員研修会 沼田町

10月19日 第40回　北竜町ひまわりオリンピック大会 改善ｾﾝﾀｰ

10月21日 第34回北竜町民文化祭第2回実行委員会 公民館

10月24日 平成23年度　教育施設調査 町内

10月24日 平成23年　第8回教育委員会定例会 公民館

10月31日 町内小中学校校長会議 公民館

11月2日～
11月3日

第32回　北竜町民文化祭 公民館外

11 月 6日 第44回　北竜町女性レクリェーション大会 改善ｾﾝﾀｰ

11 月 8日 平成23年度　北竜町学校教育振興会研究集会 真竜小学校

11月12日 北竜中学校吹奏楽部演奏会 公民館

11月15日 北空知教育長会議 妹背牛町

11月19日 第9回　北竜ライオンズクラブ杯小学生バレーボール大会 改善ｾﾝﾀｰ

11月21日～
11月22日

平成23年度町行政懇談会 町内各会場

11月28日 平成23年　第4回町議会臨時会 議事堂

11月28日 平成23年　第9回教育委員会定例会 公民館

11月30日 中・北空知教育長会議 滝川市

12 月 1日 北空知学校給食組合教育委員会 沼田町

12 月 3日 第34回　北竜町6人制バレーボール大会 改善ｾﾝﾀｰ

12 月 5日 北竜町助成連絡協議会年末総会 公民館

12 月 8日 平成23年　第4回町議会定例会（中学生模擬議会） 議事堂

12月16日 校長・教頭合同会議 公民館

12月20日 平成23年　第10回教育委員会定例会 公民館

12月20日 平成23年度　北竜町スポーツ推進委員会 公民館

12月20日 平成23年度　 北竜町社会教育委員会 公民館

12月20日 平成23年度　教育関係者懇談会 北竜温泉

12月21日 空知管内教育委員会教育長会議 岩見沢市

1 月 8 日 平成24年度　北竜町成人式 公民館

1 月 15 日 第34回 北竜ライオンズクラブ杯争奪　全町女性ミニバレーボール大会 改善ｾﾝﾀｰ

1 月 25 日 平成24年　第1回教育委員会定例会 公民館

2 月 11 日 町民スキー大会 町営スキー場

2 月 16 日 校長・教頭合同会議 公民館

2 月 18 日 子どもと高齢者のふれあい事業閉講式 公民館
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月　　日 活　　動　　内　　容 会　場

2 月 23 日 平成23年度　北竜町学校教育振興会年度末総会 真竜小学校

2 月 27 日 平成24年　第2回教育委員会定例会 公民館

2 月 28 日 平成24年　第1回町議会臨時会 議事堂

3 月 13 日 平成23年度　第65回　北竜中学校卒業証書授与式 北竜中学校

3 月 15 日 平成23年度　第40回　ひまわり大学卒業式 公民館

3 月 16 日 平成24年　第1回町議会定例会 議事堂

3 月 19 日 平成23年度　第112回　真竜小学校卒業証書授与式 真竜小学校

3 月 21 日 平成23年度　第18回北竜町パークゴルフ協会総会 公民館

3 月 26 日 平成24年　第3回教育委員会定例会 公民館

3 月 28 日 空知管内教育委員会教育長会議 岩見沢
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(4)
会 議 名 開催日 開催時間 議 案 番 号 議　　　件　　　　　名

報 告 第 5 号 教育行政報告について

議案第12号 平成23年度　準要保護児童生徒の選定について

議案第13号 平成23年度　奨学生の選定について

協 議 事 項

報 告 6 号 教育行政報告について

報 告 第 7 号 北竜町スクールバス運行に関する条例の一部改正について

報 告 第 8 号
北竜町生きがいセンターの設置及び管理に関する条例の一部改正に
ついて

承 認 第 2 号 平成22年度　教育費補正予算（第7号）の承認について

承 認 第 3 号 平成23年度　教育費補正予算（第1号）の承認について

議案第14号 北竜町スクールバス運行に関する規則の一部改正について

議案第15号
北竜町生きがいセンターの設置及び管理に関する条例施行規則の一
部改正について

協 議 事 項

報 告 第 9 号 学校職員の処分について

報告第10号 教育行政報告について

報告第11号 中体連体育大会の成績報告について

議案第16号 平成24年度から使用する中学校用図書の採択について

議案第17号
北竜町社会教育委員（兼公民館運営審議会委員、図書館運営委員及
び文化財保護委員）の委嘱について

協 議 事 項

報 告 12 号 教育行政報告について

議案第18号 北竜町体育指導員に関する規則の全部改正について

議案第19号 平成23年度　教育費補正予算(第2号）について

協 議 事 項

選 挙 第 1 号 教育委員長の選挙について

選 挙 第 2 号 教育委員長職務代理者の選挙について

協 議 事 項

報告第13号 教育行政報告について

承 認 第 4 号
平成23年度（平成22年度事業対象）教育委員会事務の点検・評価報
告の承認について

承 認 第 5 号 平成23年度　教育費補正予算(第2号追加分）承認について

協 議 事 項

報告第14号 教育行政報告について

議案第20号 平成23年度　教育費補正予算(第4号）について

協 議 事 項

報告第15号 教育行政報告について

協 議 事 項

 平成23年度　北竜町教育委員会議案一覧表

平成23年6月27日

定 例 第 8 回

定 例 第 6 回

平成23年12月20日

平成23年7月27日

16時00分

定例第9回 平成23年11月28日

16時00分

臨時第1回

定例第7回 平成23年8月19日

16時00分

平成23年10月3日 9時00分

平成23年10月24日 16時30分

定 例 第 4 回 平成23年4月25日 16時00分

定 例 第 5 回

定例第10回

16時00分

16時00分
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会 議 名 開催日 開催時間 議 案 番 号 議　　　件　　　　　名

報 告 第 1 号 教育行政報告について

報 告 第 2 号 平成23年度　小中学校学力・学習状況調査委の分析・検証について

協 議 事 項

報 告 第 3 号 教育行政報告について

議 案 第 1 号 公民館の設置及び管理に関する条例の一部改正について

議 案 第 2 号 北竜町図書館の設置及び管理に関する条例の一部改正について

議 案 第 3 号 北竜町立学校管理規則の一部改正について

議 案 第 4 号
北竜町立小学校及び中学校における事務主幹の命課基準の全部改正
について

議 案 第 5 号 平成23年度　教育費補正予算（第5号）の要請について

協 議 事 項

同 意 第 1 号 教育委員の辞任について

議 案 第 6 号 教育 委員会教育長の選任について

報 告 第 4 号 教育行政報告について

報 告 第 5 号 北竜町奨学資金の貸付停止について

承 認 第 1 号 平成24年度　教育費予算の承認について

議 案 第 6 号 北竜町スポーツ推進委員の委嘱について

議 案 第 7 号 平成24年度　北竜町学校評議員の委嘱について

議 案 第 8 号 北竜町教育委員会活動評価委員設置規則の制定について

議 案 第 9 号 北竜町図書館管理運営規則の一部改正について

議案第10号 北竜町特別支援教育支援員配置要綱の一部改正について

協 議 事 項

平成24年1月25日

平成24年3月1日

定例第1回

平成24年3月26日定例第3回 16時00分

臨時第1回 9時00分

定例第2回 平成24年2月27日 16時00分

16時00分
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平成２4年度 
（平成 23年度事業対象） 

 
 
 
 

生涯学習推進事業・社会教育事業・文化芸術事業 
自己点検・評価一覧表 

 
 
 

北竜町教育委員会 



生涯学習推進事業

№ 事　　　業　　名 趣旨(平成23年度推進目標） 期　日 場　所 対　象 参加数 指導者 実　施　内　容 反　省　事　項

１）各機関で行われている事業・行事

　　の見直し

２）事業･行事の連携に向けての協議 1 2 3 4 5

第1回　　5月 2日発行　 5月～  8月分 1 2 3 4 5

第2回　　９月 1日発行　 9月～12月分

第3回　12月２９日発行　 1月～  3月分

1 2 3 4 5

生涯学習振興基金の活用

①文化振興・イベント開催に関する事業

②スポーツ等に関する事業

③伝統・文化保存に関する事業

④人材育成に関する事業

⑤産業振興に関する事業

⑥独創的な町づくり事業

⑦生涯学習振興に関する事業

社会教育

№ 事　　　業　　名 趣旨(平成23年度推進目標） 期　日 場　所 対　象 参加数 指導者 実　施　内　容 反　省　事　項

①開講式、農園づくり(5/14)
②いちご狩り(6/25)
③川は友達わんぱく夏まつり参加(7/18)
④農園収穫祭(9/17)
⑤もちつき体験(12/10)
⑥かるた大会・豆まき(1/22)

⑦元気に雪遊び、閉講式(2/18)

道央の中高生が一同に会し開催

・団体研修

・フィールドワーク

実施された事業を広報に掲載
することにより、事業の様子
や状況を伝え、事業への参加
促進を促すことができた。

子どもと高齢者が事業を通じ
て世代間交流を行うことがで
きた。子どもの休日の居場所
づくりと高齢者に対する尊敬
の心を養うため、今後も多様
な事業を実施し、参加者拡充
に努めていきたい。

・　社会教育主事講習派遣
・　市町村アカデミー派遣
・　図書館臨時職員賃金等
・　地域づくり人材育成事業
～観光による町づくり講演
～和同好会４０周年記念事業
～日本ハムBB来町事業
～ふみの会視察研修事業
に生涯学習振興基金を活用し
た。

他地域生徒との交流により協
調性と共同生活での規則正し
い活動を学ぶことができた。
北竜町からの参加者数が少
数だったので、中学校と連携
し参加者確保に努めたい。

7/27～29
砂川少年
自然の家

参加なし 3 4 5

平成23年度　北竜町社会教育事業実施内容
№1

中・高校生を対象に、青少年施
設を利用して研修を行い、集団
生活の中で少年活動に必要な
知識技術を習得し、広域的な視
点に立った少年活動のリーダー

3 北海道ジュニアセミナー 中・高校生
北海道教育
委員会

交流交換会、レクリェーション、グルー
プワーク等のプログラムを通して研修
を行う。

1 2

1 2

3 4 5

4 5

北空知に住む、中・高校生が集
まり交流を図るとともに、将来の
青年リーダー的存在として必要
な技術の習得、国際文化を学ぶ
ことにより実践力を高める。

北空知社会
教育関係職
員

小学生
高齢者

延１８９名
ふれあい事
業推進委員

2 北空知シニアリーダー研修会 1/9～12
道立青年
の家

中・高校生 中学生２名

1 2 31 子どもと高齢者のふれあい事業

核家族化が進む中、世代間交
流が少なくなっている傾向にあ
ります。子どもたちに高齢者の
持っている知識や技術を継承
し、子どもたちに心豊かな経験
の機会を設ける。

5月～2月
全7回

4 5

評　　　　価

公民館他

一　般 1 2 34 生涯学習振興事業助成

教育振興と住民の生涯学習を
推進し、町民の心を健全な発達
と明るく豊かな住民生活の形成
に寄与する。

通　年

毎月1回広報ほくりゅうに掲載し全戸
配布

毎月行われる生涯学習状況を、
広く住民に知らせるとともに、参
加を促す。

生涯学習だよりの発行3 毎月1回発行 一　般

生涯学習カレンダーの発行2 年3回発行 一　般

評　　　　価

町、学校、社会教育団体、農業団体、
商工団体等の行事を掲載生涯学習を実施している関係機

関の活動内容を知らせ、計画的
に学習活動に参加する意識を
喚起する

生涯学習が設置され、生涯学習
の町づくりへの推進について基
本的な方向が示されています。
町民に「いつでも・だれでも・どこ
でも・なんでも」学習のできる環
境の整備を図る。

第４次北竜町社会教育中期
計画に基づき生涯学習の推
進をはかった。今後も環境整
備等努めていきたい

町内全戸、事業所等に配布を
行った。事前に町内の各行事
を周知することにより、計画的
に事業への参加等ができる環
境を整えることができた。

1 生涯学習の推進 通年 一　般
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№ 事　　　業　　名 趣旨(平成23年度推進目標） 期　日 場　所 対　象 参加数 指導者 実　施　内　容 反　省　事　項

式典、交流会

1 2 3 4 5

①パソコンの基本操作

②文字入力

③ワープロソフトの基本操作 実施なし
④表計算ソフトの基本操作

⑤インターネット

洋裁教室

ヨガ 2/15

料理 3/23

①パソコンの基本操作
②文字入力
③ワープロソフトの基本操作
④表計算ソフトの基本操作
⑤インターネット

式典は厳粛に行われた。今年
は、新成人から父母へのサプ
ライズビデオの上映もあり盛り
上がった。今後も新成人と協
議し何らかのイベントを実施し
ていきたい。

講師の丁寧な指導により、古
着を使った洋服づくりを実施、
和やかな雰囲気でそれぞれ
が完成に向けて作業を行っ
た。

教育委員会
及び地域指
導者

1 2 3 4 5

随時問い合わせがあれば対
応する体制をとっている。

3 4 5

10 パソコンヘルプデスク
パソコンの知識と技術を身近な
ものにするため、日頃の疑問に
答える場を提供する。

通　年 公民館 一　般

ヨガ　延19人
料理　14人

町内の指導者
ヨガ
大矢江利子氏
料理
高橋　正氏
杉山恵理子氏

料理、ヨガ、教室

ヨガ　参加者は少数であった
が、皆集中して実施しておりリ
ラクゼーションの効果を実感
できた。
料理　定員１５名の申し込み
があり、にぎやかな教室となっ
た。フランスの家庭料理を
作ったが好評だった。両事業
とも女性にこだわらず、男性も
参加できるものにしたい。

1 2

女性の学習活動に参加する機
会を設け、家庭で役立つ健康づ
くりの知識や料理のレシピ等を
学ぶと共に仲間づくりを行うきっ
かけをつくり社会参加を促す。

9 レディースセミナー

      2/22
2/29

公民館 女　性

4 5

保育所の年少組も参加し賑や
かな教室となった。会場を図
書館としたことにより図書館の
PRにもつながった。

8 洋裁教室

町内の成人女性を対象に、町
内の指導者から洋裁の基本技
術を学び家庭で役立てたり趣味
づくりとして学ぶ

公民館 女　性 延31名
1/20
1/27
2/3

町内の指導者
目黒玲子氏

1 2 3

未就学
児・保護

者

幼少期から図書に感心を持って
もらうため、未就学児を対象とし
た、絵本などの読み聞かせ活動
が大切である。また、親子のふ
れあい、子どもの情緒教育など
家庭教育の観点からも絵本をと
おして母親を対象に技術を習得
してもらう。

2 3

町内の指導者
子育て支援
センター
大友優子氏

家庭教育を兼ねて幼児に合わせた絵
本の選び方、読み聞かせ方法などを
講習

4読み聞かせ教室 57 3/13

1 2 3

15名 1

4 5

図書館

6 パソコン教室

今や欠くことのできないパソコン
の知識と技術を身につけ、その
機能を活用し生活をより豊かで
効果的なものとする。

中学校コ
ンピュー
ター室

一　般

4 5

成人となったことを自覚し、社会
人としての責任ある行動をしよう
とする新成人を祝福し激励す
る。

1/8 公民館 新成人等
新成人26名
父母45名

PAT会員
各学校教師
及び大豆加
工研究会

「おから」を使った美容と健康に良い
料理を作る。

1 2家庭教育学級 3

子育て世代のお母さん方と、
子育てを終えた世代のお母さ
ん方の世代間交流が図られ、
和気あいあいとした雰囲気で
調理をすることができた。参
加者には好評であったが、参
加者増のためには開催時間、
開催内容の工夫が必要で、来
年度は内容等協議して実施し
たい。

4 2/14

5 成人式

平成23年度　北竜町社会教育事業実施内容
№2

評　　　　価

家庭教育の振興をはかり、家
庭・地域社会がそれぞれ教育的
役割を認識し、機能を十分に発
揮できる動機となる学習機会を
提供する。

中学校 14名
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№ 事　　　業　　名 趣旨(平成23年度推進目標） 期　日 場　所 対　象 参加数 指導者 実　施　内　容 反　省　事　項

パソコン教室、スポーツ教室 実施なし

①入学式

②講演（8回）

③見学旅行

④ひまわりオリンピック

⑤卒業式（懇親会・クラブ活動発表会）

・　わんぱく夏祭りへの参加
・　ドッチボール大会の実施
・　かるた大会の実施
・　リーダー育成講習会の実施

・　週末・放課後活動の支援

・　ボランティア活動の支援

．　町民文化祭チャリテェーバザー実施

・　全町女性レクレーション大会

・　情報交換

・　登下校時等の見守り、防犯パト
ロール及び交通安全啓発

516
地域教育力・体験活動推進協
議会

通　年 公民館 成　人

3 4 5

青少年の週末・放課後活動、ボ
ランティア活動推進のため、各
学校、関係団体により構成

1 2 3 4

15 子ども会育成連絡協議会
青少年の心身共に健全な育成
を図るため、町内会の子ども会
により構成。

通　年
改善セン
ター・公民
館他

成人・小
中学生

2 3 4 5

河岸氏の細やかな指導により
参加者は和やかに受講され
ていた。今後もカラオケサーク
ルの協力を得ながら実施して
いきたい。

1

1 2

夏休み中のリーダーキャンプ
は実施できなかったが、今年
度より３月に青年の家で、他
市町と合同のリーダー育成講
習会を実施した。いろいろなプ
ログラムを通じて交流を図る
ことができた。

14 生きがいセミナー

5

高齢者が生きがいを持ち、社会
参加をし活躍できるよう、いろい
ろな知識や技術を身につけるこ
とによって、家庭や地域での役
割が見出され高齢者の生きが
いが助長される。

2/23
3/1
3/8

公民館 高齢者 延　５９名

にちおん歌
謡音楽学院
講師
河岸利喜男
氏

カラオケ教室

町内外の講
師

近年参加者数が減少してい
る。魅力ある講師の選定によ
り入学者の増加を図りたい。
各老人クラブの総会等へ出向
き、ＰＲを行うことも必要であ
る。参加者は充実した学習が
できたと思う。

1 3 4

平成23年度　北竜町社会教育事業実施内容
№3

評　　　　価

高齢期になってもなお、生き生
きと豊かに暮らすことが、高齢
化社会における生涯学習のね
らいです。学生が社会生活にお
ける役割を自覚し、それにふさ
わしい知識と教養を身につけ、
自らの生きがいを創造しながら
社会参加を図ることを目的とす
る。

13 ひまわり大学 5月～3月 公民館 高齢者 延　２４３名

実施なし 1 2

2

3 4 5

5

北海道教育庁等が主催する各
種指導者育成事業に、自ら参加
を希望する人に女性を行い、生
涯学習振興のために指導者を
育成し人材活用を図る。

12 各種指導者育成講座 通　年 一　般

1 2 3 4
町民の学習活動及びコミュニ
ティーづくりの場として、学校施
設を町民の利用に供する。

11 学校開放事業 通　年 小・中学校 一　般

1 2 3 4 5公民館 成　人17 女性連絡協議会

地域の住民や団体の参画で子
どもたちを犯罪や交通事故から
守り、健やかな成長に寄与する
ことを目的とする。

町内女性活性化のため、各町
内会代表により構成。

通　年
女性協役員の協力のもと、計
画事業をすべて順調に実施で
きた。

4通　年 町内一円 成　人
登録者
1０６名

518 子ども見守りサポーター

登校時の見守り活動を実施し
ている。当番表を作成し４月
に配布を行っているが、活動
が任意のため、活動をしてい
ない人もいるのが現状、総会
を開催しても参加者は数人し
かおらず開催時期、時間等の
検討が必要。

1 2 3

子どもの高齢者のふれあい事
業や学校が主体となって実施
している。

19 



№ 事　　　業　　名 趣旨(平成23年度推進目標） 期　日 場　所 対　象 参加数 指導者 実　施　内　容 反　省　事　項

・　学習支援活動（スキー、習字の授業支援）

・　部活動（野球、バレーボール等）

・　登下校安全指導（見守りサポーター等）

・　学校環境整備（庭木の剪定、花壇整備等）

・　学校行事支援（運動会、学芸会の支援）

6/11

10/11

評　　　　価

成　人
人材バンク
登録31個
人・団体

1 2 3 4 519 学校支援地域本部事業

学校と地域住民が連携し、教育
機能が十分発揮できるよう人材
バンクをつくり学習支援や環境
整備など支援する体制を強化す
る。

通　年
小学校
中学校

距離が長くなったせいか、
参加者が減少した。新たな
コースを設定し、誰もが参
加しやすい距離としたい。

初夏の風景を堪能しながら、散
策路をウォーキングすることで、
日頃の運動不足の解消と健康
意識の高揚、健康づくりの習慣
化を図る。
秋の紅葉を堪能しながら、散策
路をウォーキングすることで、日
頃の運動不足の解消と健康意
識の高揚、健康づくりの習慣化
を図る。

20 フットパス 町　内 成　人

1 2 3 4 5

23名

14名

教育委員会

サンフラワーパーク北竜温泉からヤマ
ケン保養施設を経由し金比羅公園ま
でを往復するコース（約9ｋｍ）

サンフラワーパーク北竜温泉からヤマ
ケン保養施設を経由し町道西共線雄
巡るコース（約12ｋｍ）

平成23年度　北竜町社会教育事業実施内容
№４

1 2 3 4 5
昨年より参加者数は減った
が、天候もよく講評だった。

小、中学校及びＰＴＡと連携を
図り、登下校の見守り活動、
学校環境整備を行った。今後
も更なる連携を図っていきた
い。

20 



文化芸術

№ 事　　　業　　名 趣旨(平成23年度推進目標） 期　日 場　所 対　象 参加数 指導者 実　施　内　容 反　省　事　項

「他薦」「自薦」により登録。

保育所

小学校

中学校 公演団体　劇団さっぽろ 1 2 3 4 5

一般 公演演目　ハックルベリーフィンの冒険

1 2 3 4 5

町民文化祭実行委員会主催
・　芸能発表　14団体　168人
・　作品展示　18団体　300人 1 2 3 4 5
・　チャリテ－バザーの実施

１）　芸術文化施設の絵画、彫刻、音楽公演

  　等の鑑賞

２）　町スクールバス利用

      チケット代は個人負担

１）　映画上映施設の映画鑑賞

２）　町スクールバス利用、チケット代は 実施なし

　　個人負担

11/2
～11/3

公民館・改
善センター

一　般

日頃の稽古や練習、作品づく
りの発表の場として重要な行
事である。芸能発表の来場者
も例年より多く盛況であった。

3 11/2 改善センター 一　般

3 4 5

子どもたちは集中して演劇を
鑑賞していて、鑑賞態度もよ
かった。保育所・小学校低学
年には内容が難しかったかも
しれない。

一つの作品を多くの人が同時
に鑑賞し感動を共有することは
意義があることである。ビデオ
化されていない優れた映画の
鑑賞機会を設け、町民の文化
振興を図る。

町民映画会（親子映画鑑賞会）
町民文化祭の初日に合わせ、親子で楽し
める映画鑑賞を行った。

1 2

住民ニーズに応じた登録台帳の作成、公
民館講座、地域づくり講座などで活用を図
る。

1 2

アニメ「トムとジェリー」を上映
した。幼児・小学校低学年児
童が多く、保護者の来場者も
多く見られた。50分の短編作
品だったため、子ども達も集
中して鑑賞できた。

社会教育、社会体育事業等
の事業の指導者をいただいて
いる。

5

6 映画鑑賞の旅
優れた映画に接する機会を設
け、心の情操や自主的文化活
動の促進を図る

3 4 5一　般

一　般 1 2 3 4実施なし

日頃の文化サークルの活動の
発表の場として、また町民の文
化に対する意識の高揚を図る
場として実行委員会をサポート
する。

町民文化祭4

5 芸術鑑賞の旅

芸術・文化の知識を高めるため
に、優れた芸術に接する機会を
設け、自主的文化活動の促進
を図る。

北海道巡回小劇場事業を活用し、優れた
児童劇を鑑賞した。

2
文化講演会　演劇鑑賞
（北海道巡回小劇場）

町内で演劇を鑑賞する場を提
供し、文化に親しむ機会をつく
り、町民の文化の振興を図る

10/7 改善センター 190名

平成23年度　北竜町社会教育事業実施内容
№1

評　　　　価

1 ひまわりボランク（一人一能制度）

地域社会の中で様々な技術を
有する人を学習ボラティアとし
て活用し、生きがいを育てると
共に、学習を通じて人々が連帯
感や町づくりなどの意識を育て
る。

通　年 一　般

21
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平 成 ２ ３ 年 度 北 竜 町 社 会 体 育 事 業 実 施 内 容
社会体育 Ｎｏ．１

反 省 事 項 評 価№ 事 業 名 趣旨（２３年度推進目標） 期 日 場 所 対 象 参加数 指 導 者 実 施 内 容

1 キッズエアロビクス 6/17 和保育所において保育園児と子育て 全４回共に保育園児達 1 2 3 ④ 5近年、子供達の運動能力の低下等が問
8/19 和保育所 保育園 延77名 ﾊﾟｰｿﾅﾙﾄﾚｰﾅ 支援センター主管による「ピカピカキ は、最後まで元気が良く充題視されている。それらを改善するた
9/21 児 ｰ ッズ」事業参加親子を対象とした運動 実した内容となった。まために幼児期よりしっかりとした運動を 山田道代氏
10/7 教室。 一般参加親子も園児達の動する事により、運動神経の基礎をつく

延36組 きにつられるように楽しみっていくことを助長する。また、集団 一般参 子育て支援
ながら実施することが出来で行うことにより協調性などの精神面 全４回 加親子 ・キッズエアロビクス①②③センター職
た。の成長も助長する。 ・ミニミニ運動会員

2 1/10 延べ ○ スキーの履き方、脱ぎ方 例年、 1 2 3 ④ 5初心者スキー教室 児童数の減少と余暇時間の過ごし方の 町営スキ ６歳～ スキー指導 学校のスキー授業
に向けて人気の高い事業で変化に伴いスキーをする機会が減って ー場 ７歳ま 委員会指導1/11 46名 ○ スキーを履いての歩行
あるが、指導員数に限りがきたように思われる。 での児 員1/12 (16名) ○ リフトの乗り方
あるため、今年度は２年生幼い頃からスキーに親しみ、興味を抱 童とそ ○ 滑り方
を対象外とし実施したが、かせることによって、冬の健康づくり の親
参加者は増加した。とスキー人口の底辺拡大を図る。

3 親子パークゴルフ教室 コミュニティスポーツとして広く親し 10/10 ひまわり 小・中 児 童 教委職員 現地集合→開講式→ＰＧ場でのマナー 1 2 ③ 4 5体育の日開催の恒例事業
だが、参加者は６組と少数まれてきたパークゴルフを少年たちに パークゴ 学生と ６名 について→基本技能習得 スイング等（ ）

。 、も広め、自主性、社会性を培うととも ルフ場 その親 保護者 →親子ペアＰＧ大会。 であった 内容については
昨年同様親子ペア大会を実に、パークゴルフを通してスポーツの ６名 参加者全員に昼食のサービス。
施した。振興を図る。

4 8/1 海洋セン 延べ B&Gｱｸｱｲﾝｽﾄ 対象が低学年であるため、初歩的な実 1 2 ③ 4 5水泳教室 水泳に関しては、指導・練習なくして 小学校 本年度から30分間延長し
１時間30分の事業とした。上達はしない。 水に慣れ親しむとこ 8/2 タープー 低学年 ２３名 ﾗｸﾀｰ 技指導を行う。
初心者・中級者とｸﾗｽ分けろから、さらには水泳技術の向上を図 8/3 ル 藤信清彦氏

を実施、それぞれに目標をることにより、体力増進・水難事故の
設け、見事に全員ｸﾘｱした。未然防止を図る。 教委職員

5 海洋セン ２５名 B&Gｱｸｱｲﾝｽﾄ 1 2 ③ 4 5水中レクリェーション 水中ゲームなど水と親しむことによ 小学生 プール周辺のゴミ拾いをした後、数種 多数の参加を頂いたが、申
込みの無い飛び入り参加が目大会 り、海洋性スポーツへの関心を高める 類のレクリェーション競技を実施。8/4 タープー ﾗｸﾀｰ
立った事から、参加者募集のとともに、健康づくりや体力づくりの ル 藤信清彦氏

。推進を図る。 際に注意書き等の必要がある

6 ベースボールフェステ 7月20日 小・中 ６ﾁｰﾑ ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｽﾀｯ ナイターリーグの開催。 1 2 3 ④ 5野球を通して世代間の交流を図り、参 町営野球 ﾍﾞｰｽﾎﾞｰﾙﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ実行委員
会の主催により、限られた期ィバル ～ 学生 ﾌ 全１５試合。加者が毎日健康で明るい生活をおくれ 場
間で白熱した試合が展開されるよう助長する。 8月31日 成 人 試合球の提供。
た。

7 8/6･8/7 小学生 ９ﾁｰﾑ 深川地区軟 北空知各野球スポーツ少年団チームを 大会 1 2 ③ 4 5北竜町教育長旗争奪北 少年が野球を通して技術の向上、チー 町営野球 開催にあたり、審判
団及び一部の参加チームは空知少年野球大会 ムワークの大切さなどを会得すると共 場 式野球連盟 招いて大会を実施。トーナメント方式
別大会の日程と重複しておに体力の増進、強い精神力を養い、心 審判団 による対戦。
り、日程や対戦するチーム身共に健全な少年の育成を図る。
の調整が必要となる。

8 北竜ライオンズクラブ 北空知管内の小学生バレーボールチー 11/19 改善セン 小学生 ８ﾁｰﾑ 各チーム指 深川地区各バレーボールスポーツ少年 競技方法（予選ﾌﾞﾛｯｸ～ 1 2 3 ④ 5
杯小学生バレーボール ムの親睦と交流を図り、強健な心身の ター 導者外 団チームを招いて大会を実施。 決勝ﾄｰﾅﾒﾝﾄ方式）の変更が
大会 育成と技術の向上に努める。 あったがトラブル無く終了

した。

9 防犯少年剣道大会 剣道少年団々員数の減少により未実施 ① 2 3 4 5剣道を通して少年の健全育成、活力推
増進を図る。



- 24 -

平 成 ２ ３ 年 度 北 竜 町 社 会 体 育 事 業 実 施 内 容
Ｎｏ．２

反 省 事 項 評 価№ 事 業 名 趣旨（２３年度推進目標） 期 日 場 所 対 象 参加数 指 導 者 実 施 内 容

10 7/29～ １名 教委職員 本年度より両事業共に、 1 2 ③ 4 5Ｂ＆Ｇ『海洋体験セミ 実践的な海洋性レクリエーション活動 沖縄県 小・中 各学校へ参加者募集の周知、参加申込
8/2 ２名の助成枠を設けたが、ナー』 を通して 「海 ・ 船」に対する理解 （マリン 学生 み等手続き及び参加者決定。、 」「

東日本大震災の影響によりと知識を習得させることで、人と海の ピアザオ Ｂ＆Ｇ財団 参加費用助成。
○参加者 体験セミナーは参加者全体関わりを知らしめ、規則正しい団体生 キナワ） 担当者

8/17～ ２名 ・体験ｾﾐﾅｰ 岡崎 葵さん（中３） 枠が縮小され、本町からはＢ＆Ｇ 体験クルーズ 活のもとに協調と連帯の精神を学習 小笠原諸 小学４『 』
8/22 ・体験ｸﾙｰｽﾞ 竹林那由羽さん（小５） １名のみ参加できた。し、友情を深め豊かな人間性を養いあ 島、父島 年生～

川田 真由さん（小５）わせて海事思想の普及を目的とする。 中学生

11 誰もが気軽に、一人でもできるパーク 6/5 ひまわり 成 人 男31名 1 2 ③ 4 5教育長杯争奪町民パー 各大会とも４コース３６ホールによる、 全町民が参加対象の大会
ストロークプレー、男女別個人戦にて実 だが、参加者の固定化と女クゴルフ大会 ゴルフを通して、健康で明るく豊かな パークゴ 女 6名
施。 性参加者の少数化が顕著と生活を目指すとともにスポーツに対す ルフ場 計37名

なっており、今後も町民のる関心を高め、町民の体力の増進と意
親睦と融和、健康づくりの町長杯町民パークゴル 欲の向上を図る。 6/12 男33名
場として継続的に実施してフ大会 女 9名
いくためには、誰もが参加計42名
しやすい体制づくりが必要
である。議会議長杯パークゴル 7/10 男39名

女 7名フ大会
計46名

12 10/10 ひまわり 成 人 男33名 ３コース２７ホールによるストローク 親子ＰＧ教室との併設開 1 2 ③ 4 5レッツゴー体育の日パ 誰でも気軽にできるパークゴルフを通
パークゴ 女10名 プレー、男女別個人戦にて実施。 催のため、３コースのみでークゴルフ大会 して、スポーツに対する関心を高め、
ルフ場 計43名 参加者全員に昼食のサービスを実施。 実施した。昨年度より参加体力の維持増進とともに健康で明るく

者が減少した。豊かな家庭生活の一層の向上を図る。

2/23 改善セン 成 人 男22名 スポーツ 冬場の運動不足の解消を目的とし、誰 1 2 ③ 4 513 スポーツ教室 誰もが気軽にできるスポーツとして提 本町においては馴染みの
薄いフットサルを実施した供することにより、健康な身体づくり ター 推進委員 もが気軽に参加できるような種目の軽
が、多くの青年層の参加をを助長し、あわせて体力向上を図る。 運動を実施。
頂いた。実践遍としてフッ
トサル大会も開催した。

14 ストレッチ教室 適度な運動を継続して行うことにより 2/23･24 改善セン 成 人 女 性 ﾊﾟｰｿﾅﾙﾄﾚｰﾅ 肩こり予防・疲労回復・障害予防等の 事業実施の周知を早期に 1 2 3 ④ 5
冬期間の運動不足解消・体型維持・血 ター 延24名 ｰ ストレッチ内容により実施。 実施したことにより、多く
行促進といった効果を生み、参加者が の参加を頂いた。また、若山田 道代氏
健康的で生き生きとした生活が維持で い世代の方の参加も頂き盛※使用物品 チューブ・バランスボール
きるよう助長する。 況な２日間となった。ストレッチポール

1/15 改善セン 女 性 ９ﾁｰﾑ スポーツ 参加チームを２クラス（Ａ・Ｂ）に分 改善センターの申込状況 1 2 ③ 4 515 ライオンズクラブ杯争 気軽にできるミニバレーボールを通じ
ター 76名 推進委員 け優勝を争う。 により1月15日開催とした奪全町女性ミニバレー て、中高齢者が明るく豊かな生活が送

が、年末年始の連休後で間ボール大会 れるよう、体力の維持増進とスポーツ
・Ａクラス ４チームによるリーグ戦 もないことから、各チームへの関心を高める。

にて優勝を競う。 練習時間が不足していたと
・Ｂクラス ５チームによるトーナメ 思われる。次年度はゆとり

ント戦後、３チームによ をもって実施する。
るリーグ戦にて優勝を競
う。
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平 成 ２ ３ 年 度 北 竜 町 社 会 体 育 事 業 実 施 内 容
Ｎｏ．３

反 省 事 項 評 価№ 事 業 名 趣旨（２３年度推進目標） 期 日 場 所 対 象 参加数 指 導 者 実 施 内 容

16 11/6 改善セン 女 性 127名 スポーツ ６種目のレクリェーションと大抽選会 1 2 ③ 4 5全町女性レクリェーシ 町内女性が一堂に会し、相互の親睦と 参加者が減少傾向にある
ことから、種目等についてﾏョン大会 融和を図りレクリェーションで楽しみ ター 推進委員 の実施。

。ながら交流を図る。 ﾝﾈﾘにならぬよう工夫する

17 10/19 改善セン 高齢者 ６０名 スポーツ ９種目 ジュース、豚汁のサービス 1 2 ③ 4 5ひまわりオリンピック 高齢者になると集団で協力して活動す 参加者が減少傾向にある
ことから、種目等についてﾏる機会が少なくなりがちである。 そ ター 推進委員

。こで、仲間と目的を持ち気軽に楽しく ﾝﾈﾘにならぬよう工夫する
賞品の授与についても検運動できることがこれからの生活にま

討する。すます重要になってくる。 仲間とと
もに楽しみ交流を図る。

18 ① 2 3 4 5教育長杯ゲートボール 高齢者が気軽にできるゲートボールを
大会 通じて、健康で明るく豊かな生活を目

指し、スポーツに対する関心を高め体
力の増進と地域の仲間づくりを図る。

町長杯ゲートボール
大会

議会議長杯ゲートボー
ル大会

19 スポーツ少年団本部 通年 ３団体 少年団活動への支援。 1 2 ③ 4 5少年がスポーツを通じて技術の向上、
38名 （野球・バレーボール・剣道）チームワークの大切さなどを会得する

、 、と共に体力の増進 強い精神力を養い
心身共に健全な青少年の育成を図る。

20 爽やかラジオ体操会 ７月１日 公民館前 全町民 ラジオ体操 爽やかラジオ体操会への支援。 ７月１日～９月３０日ま 1 2 ③ 4 5ラジオ体操は何の気兼ねも無く「誰で
～ 愛好者 での３ヶ月間の雨天日を除もできる体操」として一般的に広く知

９月30日 本年度実施期間（９２日間） き毎日実施。られていることから、早朝のラジオ体
実施日数 ８３日操を生活習慣のひとつとして活用して
雨天中止日数 ９日 皆勤者 １名もらい健康増進を図る。
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１．外部評価（活動評価委員）意見総評

学校教育の充実については、平成２２年度において町内小中学校の施設耐震補強

施設の天井材や外壁（外装材）など非構造部材の部分工事が完了しているものの、

については、災害時に対応するものとは、なっていない状況である。

今後は、安心・安全な施設環境整備を計画的に進めるべきと考える。

また、小中学校施設補修や機器の更新についは、毎年度実施しており、継続して

整備に努めていただきたい。

教育内容の充実については、平成２１年度からＡＬＴ（外国語指導助手）の学校

支援がなされ、継続されての支援を行っているが、グローバル化の進む中、町民に

対しても社会教育事業の一環として、外国語の講座など新たな事業を計画する必要

があるものと考える。

学校教育支援員は、小学校からの要望により配置され、特別支援学級や低学年で

の教育支援を行い、成果が上がっていると聞いている。

今後とも継続した支援が必要と考える。

生涯学習の推進については、高齢化が進み参加する人数が減少していることを踏

ＰＲ活動として「広報ほくりゅう」への掲載や「各町内会老人クラブ」へのまえ、

勧誘活動を展開しているが、減少には歯止めが掛かっていない状況にある。

学習内容 や高齢者が生きがいを持って 参加できる場今後は、 の工夫 誰もが気軽に

提供 交流の機会や環境を整えることが必要と考える。の など、

社会教育の充実については、異世代間交流による子どもと高齢者のふれあい事業

を継続して実施されているが、各種少年団活動へ参加する子ども以外での活動では

少子化も進み子どもたちの数が減っていることで、参加する人数は自ずと減少する

ことを踏まえ、各種少年団との連携を図り、活動時期や時間帯の工夫が必要と思わ

れる。
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